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【受賞功績の紹介】

昭和 30年から北海道大学交響楽団の常任指揮者となり、さらに

昭和 55年には北海道交響楽団を設立、その常任指揮者として数

多くのコンサートで活躍しており、演奏活動は札幌市を中心に 、

これまでに 200回を超えている。

また、作曲活動においては、地域の演奏団体、劇団などのため

にこれまで 100 曲を超える作品を作曲しており、「札幌市民の

歌」や「交響詩“サッポロ”」をはじめとして、地域に根ざし

た作品も数多い。その実績は共に優れており、本市の文化芸術

の振興に大きく貢献している。

 

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和２７(1952)年　　北海道大学入学、同時に北海道大学交響楽団に入団 

昭和３０(1955)年　　北海道大学交響楽団常任指揮者に就任 

昭和３１(1956)年　　北海道大学教育学部教育学科（音楽専攻）卒業 

昭和３５(1960)年　　作曲活動を開始　以後現在に至るまでに 100曲以上の作品を発表。

主な作品として「北海の幻想」「札幌市民の歌」「交響詩“サッ

ポロ”」など 

昭和４６(1971)年　　第 4回北海道芸術新賞受賞 

昭和５５(1980)年　　北海道交響楽団設立、団長・常任指揮者に就任　以後、現在に至

るまで、演奏活動は 200回を数える 

昭和５９(1984)年　　札幌市民文化奨励賞受賞 

昭和６１(1986)年　　北海道文化奨励賞受賞 
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